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1. 日本におけるヘルスデータサイエンティスト人材育成の必要性

2. アメリカにおけるヘルスデータサイエンティスト育成の取り組み

3. ヘルスデータサイエンティスト協会について

本日の内容



質の高いヘルスケアサービスの効率的な提供

個人のニーズに即したサービスの提供

実現するためには

各種臨床データ・生体情報等を分析する知識とスキルを併せ持った
データサイエンティストの必要性
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1. 何故、ヘルスデータサイエンティストの人材育成が必要なのか

日本におけるヘルスケアの業界において、急速に進む少子高齢化に伴い
科学的な視野をもって解決するべき幾多の難問に直面している



質の高いヘルスケアサービスの効率的な提供

個人のニーズに即したサービスの提供

実現するためには

各種健康データ・診療データ等を分析する知識とスキルを併せ持った
データサイエンティストの必要性

「超スマート社会」において、必要とされているデータサイエンスを
活用して新たな価値やサービスの創出ができる人材の育成

第5期科学技術基本計画（平成28年1月閣議決定）における提言
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社会保障制度の機能強化のためには、ICTの活用や医療データの整備など社会
保障の重点化・効率化につながるハード面の整備と、それを活用できる人材の

育成などソフト面の整備が重要である

社会保障制度国民会議報告書（平成25年8月発表）における提言



5内閣府HPよりhttp://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

狩猟社会（Society 1.0）
農耕社会（Society 2.0）
工業社会（Society 3.0）
情報社会（Society 4.0）に続く
新たな社会を指すもので
第5期科学技術基本計画において
我が国が目指すべき未来社会の
姿として提唱された

第5期科学技術基本計画において我が国が目指すべき
未来社会Society 5.0 とは



Society 5.0 が目指す社会とは

 サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させることにより、
 地域、年齢、性別、言語等による格差なく、多様なニーズ、潜在的なニーズに
きめ細かに対応したモノやサービスを提供することで経済的発展と社会的課題
の解決を両立し、

 人々が快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる、

人間中心の社会である

社会の実現に向けた取組を推進していく意味が込められている
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日本経済団体連合会（経団連）

Society 5.0の実現を推進
実現に向けた提言発表

さらにヘルスケア分野に関しては

「Society5.0時代のヘルスケア」（2018年3月20日）公表

未病ケア・予防

個人の
主体的な関与

個別化キーワード

2018年7月25日
「世界デジタルカンファレンス2018」



ライフコースデータ等の収集・連携・活用
収集・・・ウェアラブルデバイスの活用、医療・介護情報の電子化・標準化、

健診等の検査項目の充実
連携・・・個人データの整備、

EHR (Electronic Health Records)・PHR(Personal Health Record)の整備
活用・・・保健医療データプラットフォームの整備、

レセプト情報・特定健診等情報データベース(NDB)のオープンデータ化、
民間利用拡大、次世代医療基盤法

 平均集団への画一的な治療→個別化へ
 「ヘルスケア」の範囲が拡大・健康に生活できる期間も長く
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2018年7月25日
「世界デジタルカンファレンス2018」



現代の制度や慣習を踏襲するだけでなく、時代の変化に合わせて変えていくことが重要
その変化を追うのではなく、自ら巻き起こしていくことが価値を生む
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イノベーション
の必要性

「ヘルスケア分野のデータサイエンティストという
新しい専門職（プロフェッション）を育成するための
教育プログラムや認定試験の構築が急務と考える。

個人・患者本位で、最適な健康管理・診療・ケアを提供するための
データ利活用基盤が構築されるハード面整備

ソフト面整備
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2. アメリカにおけるヘルスデータサイエンティスト育成の
取り組み

2018 Health Data Policy and Strategy Orientation

9月26.27日@ Academy Health

アメリカにおけるヘルスデータサイエンス
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人材育成（教育）は、Health Data関連は、ゲノム解析学、生物統計学、
ヘルスアナリティクス、そして私共が考えるヘルスデータサイエンティ
ストを育成するプログラムと、種類が多岐にわたっている

人材育成の取り組み

海外におけるヘルスデータサイエンティストと同様の教育プログラムは、
「MASTER OF SCIENCE IN HEALTH INFORMATICS」
「MASTER OF SCIENCE IN HEALTH INFORMATICS AND 

ANALYTICS」
の名称に該当する



13

An interdisciplinary professional program, MHI graduates will possess 

the knowledge, skills and aptitude to:

 Anticipate and assess evolving health informatics needs from clinical, technical, 

operational and financial perspectives.

 Create a vision for the use of information to improve the quality, safety, and 

efficiency of patient-centered care and public health.

 Nurture the development of leadership skills to navigate the privacy, security, legal, 

regulatory, ethical and social challenges inherent to health informatics.

Master's in Health Informatics Online

https://sps.northwestern.edu/masters/health-informatics/#Master's%20in%20Health%20Informatics%20Program%20Goals



一般社団法人ヘルスデータサイエンティスト協会
今後の予定

第56回日本医療・病院管理学会学術集会
ランチョンセミナー

楽天生命保険株式会社
一般社団法人ヘルスデータサイエンテティスト協会共催

「ヘルスデータサイエンティスト人材育成セミナー
〜ウェラブルデバイス生体ログデータアナリティクスによる
健康エビデンスの創造〜」

10月27日（土）12:10〜13:00

ホテルハマツ（福島県）
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第2回第ヘルスデータアナリティクス・マネジメント研究会
〜リアルワールドデータ利活用によるファーマデータサイエンスの未来〜

主催：一般社団法人ヘルスデータサイエンテティスト協会

実践女子大学女性データサイエンティスト研究所

日時：11月17日（土）13:00〜17:20

場所：実践女子大学 渋谷キャンパス 創立120周年記念館 4F 403 教室

特別講演：

①宇山佳明（（独）医薬品医療機器総合機構 (PMDA)）医療情報活用部部長 ）
「医療リアルワールドデータを活用した医薬品安全性評価におけるPMDAの取組み」

②井手口直子（帝京平成大学薬学部教授）

「薬剤師におけるリスクマネジメントとコミュニケーション」
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一般社団法人ヘルスデータサイエンティスト協会
今後の予定


